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序 

 

近年、国民の自らの健康に対する意識や関心の高まりを背景に、家庭用美容機器や家庭用健康機器が果

たす役割が大きくなっていくものと思われます。 

また、家庭用の美容機器・健康機器市場は、「健康で美しくなりたい」という意識の高まりや高齢化に

伴い、「健康の質」に対する要求とともに、市場の拡大が見込まれております。 

 

このため、これらの機器の購入に際しては、一般消費者に対し、販売業者等からの｢適正な使用方法｣

や「安全性」の情報等を提供することが大変重要であります。 

 

家庭用の美容機器・健康機器の広告・表示については、独立行政法人国民生活センターや全国の消費生

活センターに苦情等が多く寄せられており、適正広告・表示のためのガイド・指針が必要という声が高ま

る中、当協会の適正広告・表示委員会の下に WG を設け、「家庭向け美容・健康関連機器適正広告表示ガ

イド」を策定するため検討を重ねてまいりました。 

 

従来当協会では、美顔器の広告適正化に向けた指針を「家庭向け医療機器等適正広告・表示ガイドⅢ」

の第９章に「美顔器の概要と広告上の注意点」とし掲載をしておりましたが、今般、美容・健康関連機器

と対象品目を広げ、「家庭向け美容・健康関連機器適正広告表示ガイド」を発刊することといたしました。 

このガイドが、家庭向け美容・健康関連機器を販売する企業の広告・表示の指針としてお役に立てれば

幸いです。 

 

平成 30 年 6 月 

 

 

 

一般社団法人 日本ホームヘルス機器協会 

家庭用美容・健康機器適正広告表示検討ＷＧ  
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適用範囲 

 

今般、当ガイドの対象とする機器は「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確

保等に関する法律」（以下、「医薬品医療機器法」という。）で規制される医療機器以外のホ

ームヘルス機器で、家庭向け美容及び健康関連機器になる。 

 

家庭向け美容・健康関連機器は、医薬品医療機器法の対象となる第２条第４項（定義）「人

若しくは動物の疾病の診断、治療若しくは予防に使用されること、又は人若しくは動物の身

体の構造若しくは機能に影響を及ぼすことが目的とされている機械器具等」以外のホームヘ

ルス機器になる。 

 

 

 

 

対象となる美容・健康関連機器とは、主に光線、電位、電流、音波、振動、吸引、蒸気等を利用し、人

の肌や筋肉等に物理的な作用を与え、肌を健やかに保つ、筋肉をトレーニングする等の美容的・健康的効

果を期待する機械器具等をいう。 

 

また、「ホームヘルス機器」とは、家庭でセルフケアを目的として用いる健康機器の総称で、家庭向け

美容・健康関連機器のほか家庭向け医療機器などを含む。 

 

広告物とは、顧客を誘引する意図が明確、商品名が明示されている及び一般人が認知できる状態にある

ものをいう。具体的には、紙や画像、映像、ウェブページ上の表現をいう。 
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◆ 個別の名称関係 

 

１  名称関係 

美容・健康関連機器の名称について、医療機器等他の機器や医薬品と誤認されないよ

うに明確に表示する。 

名称のつけ方は、漢字、ひらがな、カタカナ、英文字等いずれでもよいとする。一般

消費者が他の機器と識別しやすい名称をつけることが望ましい。愛称を使用する場合は、

その愛称がどの名称の製品を意図するものか明確にする。 

当該機器が美容・健康関連機器である旨を併せて表示することが望ましい。 

 

 

２  製造方法関係 

美容・健康関連機器の製造方法について実際の製造方法と異なる表現をしてはならな

い。更に、その優秀性について事実に反する認識を得させるおそれのある表現をしない。 

製造方法の優秀性について表現する場合は、その事実となる裏付けを保持したうえで

表示する。以下の例について活用する場合は注意を要する。 

・最高の技術 

・最も進歩した製造方法 

・近代科学の粋を集めた製造方法 

・理想的な製造方法 

 

【特許に関する事項】 

特許を取得したことを美容・健康関連機器の効果の保証に使用しない。特許は機器

の構造、製造方法の範囲での特許が主体である。 

特許の表示については、特許権利の侵害防止を目的に表現する範囲にとどめる。 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

特許を取得しているので、高

い効果がある。 

○○（機器の構造や製造方法）

において、特許を取得してい

る。 

特許を取得していることと、

商品の効果保証を結びつけ

た表現を行わない。 
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３  効果、性能及び安全性関係 

美容・健康関連機器の効果及び安全性を表現する場合は、医薬品、医薬部外品及び医

療機器の効能・効果の範囲に抵触しないようにする。 

 

（1） 効果等の表現の範囲 

美容・健康関連機器による作用又は効果が事実であることが前提となる。表現できる

範囲は、概ね化粧品の効能・効果の範囲とする。家庭用ＥＭＳ機器については、経皮的

電気刺激による筋肉運動の範囲とする。 

 

事実であっても、医薬品等の効能・効果の範囲の訴求はしてはならない。 

 

（2） 美容・健康関連機器の本質並びに原材料、形状、構造及び寸法についての表現の範囲 

原材料に天然素材を使用しているので副作用がないとの表現は、問題が発生するおそ

れがある。 

形状・構造について記載する場合は正確に記載する。アレルギー等発症のおそれのあ

る物質を使用している場合は、その旨を記載する。 

例として、天然ゴムを使用した場合にその成分によりアレルギーを発症する場合もあ

る。 

 

【表現例】 

・アレルギーをおもちの方は、当該機器は天然ゴムを使用しているので注意する。 

・天然素材でもアレルギーを発症することがある。 

 

不適切な表現 適切な表現 

○○コーティングのため、金属アレルギーを

起こしません。 

○○コーティングを施していますが、金属

アレルギーの方は、腕の内側などでプレテ

ストを行ってください。 

 

 

 



- 4 - 
 

（3） 使用頻度や使用時間についての表現の範囲 

美容・健康関連機器の使用頻度や使用時間等について、適切に指示をする。無制限に

使用することによる副作用等の障害を発生させないようにする。 

以下の事例は問題となる表現である。 

不適切な表現 適切な表現 

好転反応だから使用を続けてもよい。 身体に異常が出たら使用を一時休止する。 

身体の異常が治まったら使用回数を減らし、使

用時間を短くする。 

身体の異常が治まらない場合は、医療機関で受

診する。 

いくら使っても安全である。 適正な頻度、回数で使用する。 

使用方法を問わず安全である。 取扱説明書に基づく適正な方法で使用する。 

使用開始時に、出力を高くし、長時間使

用すると効果が期待できる。 

最初は、出力を弱くし、短時間で使用する。 

 

（4） 効果等又は安全性を保証する表現 

使用者の年齢や性別を問わず効果の保証や安全性の確保が確実にできることの表現

はしない。 

 

【歴史的な表現】 

会社の歴史を事実に基づいて記載することはさしつかえない。会社の歴史が長いか

らこの機器は効果があるとの表現は事実と反するおそれがある。 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

創設約 80 年の歴史に裏付け

られた確かな効果。 

創設約 80 年の歴史のある

メーカーである。 

会社の歴史と、商品の効果に相

関関係を持たせない表現をす

る。 

先進美容医療の先進国であ

る○○（国名）で開発されて

いるので高い効果を発揮し

ます。 

○○（国名）で開発された。 特定の国の先進性が、商品の優

良性の保証と想起させるよう

な繋がりある表現はしない。 
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【新製品の表現について】 

具体的な根拠なく、新製品(製品販売後 1年間)であることを過度に強調することで、

性能や品質が優位と誤認させる表現はしない。 

 

 

【使用前・後の図面、写真等】 

使用前・後の例示は事実に基づいた客観的データを基に行う範囲において誇大にな

らないようにする。評価試験の方法等を明確にするよう努める。データ処理をする場

合は、適正な処理をする。前後の例示は優良誤認が発生しないよう注意する。 

この客観的データは「不当景品類及び不当表示防止法」第４条第２項運用指針（平

成１５年１０月２８日公正取引委員会）に基づいたものが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

【使用体験談】 

使用体験談を表現する場合は、次の点に留意すること。 

・医薬品医療機器法、景品表示法の範疇を超えた内容の体験談の使用は避ける。 

・意図的に好意的なデータだけを選択して使用することは避ける。 

・体験談により美容・健康関連機器の効果の保証や確実であるとする表現はしない。 

 

 

 

 

 

 

 

製品が、広告するその効果及び効能についての作用が事実であることが必要となる。又、その効

能又は効果についての裏付けとなる客観的に証明されたデータを保持し、主務官庁又は公正取引委

員会より要求があった場合、15 日以内に提示できなければならない。 

（平成 15年 10 月 28 日公正取引委員会「不当景品類及び不当表示防止法第４条第２項の運用指針－

不実証広告規制に関する指針－」参照） 
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【身体への効果の範囲についての説明】 

美容・健康関連機器では、概ね皮膚表面及び角質層までとし、基底層や真皮層等へ

の表現はしない。 

但し、筋肉トレーニングを目的としたＥＭＳ機器は筋肉に対する刺激を表現できる。 

ＥＭＳ機器とは、身体に電流を流すことで筋肉の収縮を促し、運動効果を得ること

を目的とした家庭用の健康機器。 

“ＥＭＳ”は、Electrical Muscle Stimulation の頭文字。 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

真皮から皮下組織まで美容

成分を浸透させる。 

肌の奥深く※まで浸透。 

※角質層まで。 

美容・健康機器でアプローチで

きる範囲は、「角質層」まで。

繊維芽細胞に作用し、たるみ

を改善。 

年齢を感じさせない、ハリ

のある肌を目指す。 

細胞は、基底層で分裂するの

で、細胞について言及すること

はできない。 

 

〈家庭用 EMS 機器の場合〉 

  

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

筋肉の量を増やす。 ・EMS で筋肉トレーニング

ができる。 

・EMS で筋肉を鍛える。 

筋電気刺激により筋収縮が行

われ、筋疲労特性等のエビデン

スを取得していることを条件

とする。 

 

【安全性の表現】 

安全性の表現をする場合は、具体的な内容を示し範囲を限定する。 

 

【表現例】 

「タイマーにより、設定時間が経過すると自動的に電源が切れますので、電源を切

り忘れても安心です。」 
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（5） 効果等又は安全性についての最大級の表現又はこれに類する表現 

美容・健康関連機器の効果又は安全性についての表現は、事実に基づいた範囲とし誇

大にならないように注意する。 

 

【効果等又は安全性について】 

「絶対安全」等のような表現は使用しない。 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

絶対に効果があります。 効果には個人差がありま

す。 

効果については断言しない。 

 

 

（6） 効果の発現程度についての表現の範囲 

美容効果等の発現程度については、エビデンスとなる裏付けデータの事実に基づいた

効果の範囲内で正しく表現する。 

 

 

（7） 本来の効果等と認められない表現の禁止 

美容効果等の範囲を超えた表現はしないこと。 

 

【使用できない用語】 

「若返り」「アンチエイジング」「老化防止」「デトックス」「代謝の向上」「脂

肪燃焼ができる」「シワが消える」「美白」「リフトアップ」「筋肉を肥大させる」

等々 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

細胞を活性化する。 肌環境を整える。 美容効果等の範囲を超えた表

現はしない。 

ターンオーバーを正常にす

る。 

肌のコンディションを整え

る。 

美容効果等の範囲を超えた表

現はしない。 

脂肪を燃焼することができ

る。 

エクササイズができる。 美容効果等の範囲を超えた表

現はしない。 
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セラピーを受けているよう

な。 

トリートメントを受けてい

るような。 

美容効果等の範囲を超えた表

現はしない。 

リラックスすることができ

る。 

リフレッシュすることがで

きる。 

リラックスは精神的な効果表

現なので、不可。リフレッシュ

は、気分的な転換のみなので可

能。 

たるみが気になる。 エイジング※サインが気に

なる。（※年齢に応じた対

策） 

顔や身体の形状変化は謳えな

いので、印象面の表現でとどめ

る。 

リフトアップする。 お顔を上向き印象へ。 顔や身体の形状変化は謳えな

いので、印象面の表現でとどめ

る。 

アンチエイジング エイジングケア※  

(※年齢に応じた対策) 

 

エイジングの定義とケアとい

う表記で断定を避ける。 

光脱毛器 光美容器 美容機器は、生えている「毛」

のみを物理的に切断するもの

であるため、医療機器にあたる

表現は避ける。 

 

 

４  美容・健康関連機器の乱用助長を促すおそれのある広告の表現 

美容・健康関連機器について、乱用助長を促すおそれのある広告表現はしない。長時

間使い続けることによる火傷等の副作用を発生させることがないよう注意する。 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

長時間使用しても問題なし。 指定された時間を守って使

用する。 

使用方法や使用時間を明記す

る。 

使用すればするほど効果が

出る。 

使用方法を守って使用す

る。 

使用方法や使用時間を明記す

る。 

 



- 9 - 
 

 

 

５  使用及び取扱上の注意について美容・健康関連機器の広告に表現すべき事項 

美容・健康関連機器を使用することにより身体に障害が生じることが予測できる事項

については、購入前に認知できるように禁忌事項若しくは使用上の注意として表現する。 

 

【表現例】 

・皮膚疾患のある部位への使用はしない 

・心疾患等の人は使用しない 

・ペースメーカーを装着している人は使用しない 

・悪性腫瘍のある人は使用しない 

等々、使用する機器特有の注意すべき事項又は疾患名を記載する。 

 

 

６  他社の製品の誹謗広告表現の禁止 

他社製品を誹謗するような広告は行わないものとする。機能・性能等を比較する場合

は、原則として自社製品との比較を行う。 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

同価格帯の他社製品の比較

を行う。Ａ～Ｄ社と社名を伏

せ、自社製品の持つ機能のみ

を比較。 

自社製品との比較を行う。

（機能・性能等を比較する

場合。） 

他社製品を誹謗するような表現

は行わない。 
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７  推薦広告の表現 

広告する場合は、推薦者(医療、美容関係従事者及び理美容の専門家等)から広告内容

の了解を得て、事実のみを広告する。但し、医薬品や医療機器等の効果を期待させるよ

うな表現はしない。 

 

【注意事項】 

・経済産業省許可 

・電気用品安全法認可 

・ＦＤＡ認可 

等については、誤認を招くので正確に記載する。電気用品安全法については、表示

事項が定められているのでその範囲で記載する。 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

電気用品安全法に適用され

ているから安心。 

PSE 取得。 何らかの機関に認定されてい

ることを、商品の効果を保証す

ることにしない。 

医療機関でテスト済み。 第三者機関でテスト済み。 「医療」という言葉は、医療機

器を連想させるので、使用しな

いこと。 

 

 

８  懸賞、賞品等による広告の制限 

広告できる範囲は、「不当景品類及び不当表示防止法」に基づいた範囲とする。 

 

 

９  不快､不安等の感じを与える表現の制限 

一般消費者に対し、過度な不快や不安を与える(不安を助長するような)広告はしない

ものとする。 
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【不快、不安を与える広告例】 

・「あなたの肌は、ほうっておいたら老化がひどくなる。」 

・「あなたの肌は、こんな状態ではないですか？（老化の進んだ写真掲載）」 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

徐々に年老いていく顔写真

を誇張して掲載している。 

 消費者を過度に不安にさせる

ような表現をしない。 

一般的なケアをしている顔

写真（老けたもの）と、製品

を使用してケアをしている

写真を比較。 

比較表現を行わない。 製品を使用しないと、老けてし

まうという不安感を煽るよう

な表現をしない。 

上記の事例は医薬品医療機器法にも抵触します。 

 

 

１０ 美容・健康関連機器の医療機器的効果についての表現の禁止 

「医薬品等適正広告基準」に基づいた医療機器的効果の表現はできない。 

医師又は歯科医師の治療若しくは医薬品又は医療機器でなければ一般的に治癒が期

待できない疾患について、美容・健康関連機器を使用することで改善等が期待できるよ

うな広告はしない。 

 

【使用できない用語】 

「腰痛が良くなる」「慢性病に効果がある」「疲れが取れる」「肩こりに良い」「癌

に効果がある」「よく眠れる」「便秘に良い」「血行に良い」「血行が良くなる」「高血

圧」「低血圧」「アトピー性皮膚炎」「痩せることができる」「脂肪が減る」「マッサージ効

果がある」等々 

 

不適切な表現 適切な表現 適切な表現をするための条件 

血行が良くなる。 肌の環境を整える。 医療機器的効果について表現

をしない。 



- 12 - 
 

体内の老廃物を流す。 つまみ流す・押し流す。 医療機器的効果について表現

をしない。 

痩せることができる。 理想的なボディを目指すこ

とができる。 

医療機器的効果について表現

をしない。 

 

 

１１ 美容・健康関連機器の品位の保持等 

美容・健康関連機器を直接規制する法律がない中で、業界として美容・健康関連機器

の市場において品位を保つことが発展につながるといえる。 

ふざけた表現や性的表現等で信用を損なうような広告は行わない。ドタバタ表現や語

呂あわせ等過度にならないよう注意する。 

 

 

１２ 記載すべき事項 

美容・健康関連機器のカタログ等について、記載すべき事項として以下に示す。 

 

【記載事項】 

・美容・健康関連機器である旨 

・製品に対する種別 

・販売名称 

・製造元若しくは販売元の名称及び住所 

・原産国(個装箱)・・・日本の場合は記載不要 

 

カタログ等とは、カタログ、ウェブページ、取扱説明書、個装箱等の広告物や表示物をいう。 
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